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（１）ＩＳＯ９００１について
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企業が生き残るには

常に仕事のレベルアップが必要 → 継続的改善

日常の仕事に追われて、同じ仕事の繰り返し

差が広がると

毎日の仕事のレベル

お客の要求レベル

国際規格の力を活用して、経営革新 → ＩＳＯの認証

赤字
倒産！

赤字
倒産！

ISO
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ＩＳＯ９００１とは何か

ＩＳＯ９００１とは
国際標準化機構（ＩＳＯ）が発行している
『品質システムに関する国際規格』である

ＩＳＯ９００１とは
国際標準化機構（ＩＳＯ）が発行している
『品質システムに関する国際規格』である

国際標準化機構

International Organization 
for Standardization

各国の標準化機関（ＩＳＯ加盟団体）を

まとめた世界的な連盟組織

良い製品を生み出すために、
仕事の方法を決めて実行

良い製品を生み出すために、
仕事の方法を決めて実行

ＩＳＯ９００１は製品の品質でなく、
経営システムについての規格

顧客満足が企業存続の基本 顧客満足を得るための
基本的な仕事のルールを決めたもの

顧客満足を得るための
基本的な仕事のルールを決めたもの
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ＩＳＯ９００１とは何か

製品・
サービス

発注

仕事

満足

顧客

会社
社員

『満足』の三角関係
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ＩＳＯ９００１の特徴

国際的な経営システム
のパスポート

ＩＳＯ９００１の特徴は国際機関による認定であり、
社会的信頼性が非常に高いことが特徴

ＩＳＯ９００１の特徴は国際機関による認定であり、
社会的信頼性が非常に高いことが特徴

定期審査の有効性

● ＪＩＳ規格やデミング賞は取得・受賞がゴール

● ＩＳＯ９００１は認証取得後も、定期審査（１年または半年毎）があり、システム
が有効であるか確認し、継続的改善で社会的信頼性は高い

● ＪＩＳ規格やデミング賞は取得・受賞がゴール

● ＩＳＯ９００１は認証取得後も、定期審査（１年または半年毎）があり、システム
が有効であるか確認し、継続的改善で社会的信頼性は高い

ＴＱＣ（日本の品質管理）とＩＳＯとは何が違う？

ＴＱＣ（日本の品質管理）

企業側からの発想

外部から品質システムは見えにくい

製品を供給する企業が品質向上のために自

発的にする活動

作業のマニュアル化、文書化は不得手

個人の能力に依存

現場からのボトムアップによる活動

ＴＱＣ（日本の品質管理）

企業側からの発想

外部から品質システムは見えにくい

製品を供給する企業が品質向上のために自

発的にする活動

作業のマニュアル化、文書化は不得手

個人の能力に依存

現場からのボトムアップによる活動

ＩＳＯ（国際品質システム）

顧客側の発想

顧客が確認できる品質システム

顧客の要求に対して、顧客が納得できる形

に品質システムを構築

作業のマニュアル化・文書化で業務標準化

品質システムを構築した上での、組織的な

活動が必要

経営者からのトップダウンによる活動

ＩＳＯ（国際品質システム）

顧客側の発想

顧客が確認できる品質システム

顧客の要求に対して、顧客が納得できる形

に品質システムを構築

作業のマニュアル化・文書化で業務標準化

品質システムを構築した上での、組織的な

活動が必要

経営者からのトップダウンによる活動
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経営ツールとしてのＩＳＯ９００１ ①

企業の抱えている問題、課題企業の抱えている問題、課題

①会社の経営体質・業務体質が古いまま変わらない

②製品・サービスの品質問題が、なかなか直らない

③利益のでる業務システムが確立できない

④仕事のやりかたが個人毎にバラツキがある

⑤責任の所在が不明確で、無責任体制

⑥社員のレベルがあがらなくて困っている

①会社の経営体質・業務体質が古いまま変わらない

②製品・サービスの品質問題が、なかなか直らない

③利益のでる業務システムが確立できない

④仕事のやりかたが個人毎にバラツキがある

⑤責任の所在が不明確で、無責任体制

⑥社員のレベルがあがらなくて困っている

ＩＳＯ導入を経営問題解決の有効な武器へ
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経営ツールとしてのＩＳＯ９００１ ②

ＩＳＯ９００１システムの特徴、効用ＩＳＯ９００１システムの特徴、効用

①経営者・責任者のリーダーシップによる経営改革

②「是正処置」の実施で、問題の再発防止

③業務のポイントを管理して、計画どおりの実践

④文書化し、仕事を標準化

⑤責任と権限の明確化で、しっかり業務を遂行

⑥教育・訓練で、従業員のレベルアップ

①経営者・責任者のリーダーシップによる経営改革

②「是正処置」の実施で、問題の再発防止

③業務のポイントを管理して、計画どおりの実践

④文書化し、仕事を標準化

⑤責任と権限の明確化で、しっかり業務を遂行

⑥教育・訓練で、従業員のレベルアップ
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経営ツールとしてのＩＳＯ９００１ ③

ＩＳＯ９００１導入によるメリット・効果ＩＳＯ９００１導入によるメリット・効果

①ＩＳＯで社会的信用、信頼の獲得

②企業、事業所のイメージアップ

③受注、契約の増加

④会社の体質を変える大きな原動力

⑤会社の利益・業績改善に直結

⑥継続的改善による会社の存続と成長

①ＩＳＯで社会的信用、信頼の獲得

②企業、事業所のイメージアップ

③受注、契約の増加

④会社の体質を変える大きな原動力

⑤会社の利益・業績改善に直結

⑥継続的改善による会社の存続と成長

外的メリット

内的メリット

©株式会社マネジメントセンター9



ＩＳＯの審査登録認定制度

国際的な相互認証制度 ・国内、海外どちらで認証されても国際的に通用する
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相互認証

国名 機関名 設立年 国名 機関名 設立年
オランダ ＲvＣ １９８１年 アメリカ ＲＡＢ １９９１年
イギリス UKAS １９８４年 カナダ ＳＣＣ １９９１年
フランス ＡＦＡＱ １９８８年 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ＪＡＳ－ＡＮＺ １９９１年
ドイツ ＴＧＡ １９９１年 日本 ＪＡＢ １９９３年

●各国の審査登録

機関の認定機関

©株式会社マネジメントセンター10



（２）規格要求事項と審査

ISO
審査
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（１）ＩＳＯ ９００１のマネジメントサイクル

●社会の要請と顧客の要望に応える

●継続的な品質改善を目指す

●経営トップがマネジメンを実施

●社会の要請と顧客の要望に応える

●継続的な品質改善を目指す

●経営トップがマネジメンを実施

PlanPlan（計画）（計画）
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ＤＤoo（実行）（実行）

ＡＡctct（対策）（対策）

製品実現

営業 設計（企画）

購買 製造／サービス

製品実現

営業 設計（企画）

購買 製造／サービス

経営者による見直し

（マネジメントレビュー）

是正・予防措置

経営者による見直し

（マネジメントレビュー）

是正・予防措置

監視および測定

受入検査

工程・出荷検査

内部監査

お客様の満足度

外注・購買先チェック

監視および測定

受入検査

工程・出荷検査

内部監査

お客様の満足度

外注・購買先チェック

計 画

方 針 ・ 目 標

責任、権限

人、 設備、 環境

文書管理

計 画

方 針 ・ 目 標

責任、権限

人、 設備、 環境

文書管理

継続的改善継続的改善

ＣＣheckheck（チェック）（チェック）

●合理的な文書システムを作成

●手順に沿ったバラツキのない作業



（２）ＩＳＯ９００１規格の要求事項

7.2 顧客関連のプロセス

7.3 設計・開発

7.4 購 買

7.5 製造、サービス提供

8.2.4 製品の監視、測定
（検査・試験）

7. 6監視、測定装置の管理

7.5.4 顧客の所有物

8.3 不適合品の管理

7.5.5 製品の保存

５ 経営者の責任

8.2.2 内部監査

7.5.3 識別、トレーサビ
リティ

8.2.3 プロセスの監視

Ｐｌａｎ
（計画）

Ｃｈｅｃｋ Ａｃｔ（チェック
と対策）

Ｄｏ（実
施）

P

D

C

A

7.1 製品実現の計画

8.2.1 顧客満足

8.4 データの分析

8.1 監視測定の計画

8.2 監視、測定

8.5 改 善
（是正処置・予防処置）

６ 資源の運用管理 6.2 人的資源 等

4.2 文書管理４ 品質システム
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中小・零細企業におけるＩＳＯの成功法

中
小
・
零
細
企
業
に
あ
う
取
り
方

中
小
・
零
細
企
業
に
あ
う
取
り
方

中
小
・
零
細
企
業
で
も
取
得
可
能

中
小
・
零
細
企
業
で
も
取
得
可
能

薄くてわかりやすい文書薄くてわかりやすい文書

７０点を目指す７０点を目指す

低コスト低コスト

短期間短期間

（１） 経営戦略として、経営者が先頭になって取り組む（１） 経営戦略として、経営者が先頭になって取り組む

（２） 会社の生き残り・成長の有効な武器として活用（２） 会社の生き残り・成長の有効な武器として活用

（３） 普段の仕事を基本に、無理のない仕組みを作成（３） 普段の仕事を基本に、無理のない仕組みを作成

（４） 従業員に必要性を理解させ、一丸となって取り組む（４） 従業員に必要性を理解させ、一丸となって取り組む

（５） 規格と審査のポイントを押さえて効率的に取得（５） 規格と審査のポイントを押さえて効率的に取得
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